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ク
ラ
や
ウ
ツ
ギ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
、

ク
ロ
モ
ジ
な
ど
の
枝
を
輪
切
り

や
ク
マ
、
フ
ク
ロ
ウ
の
胴
体
、

尻
尾
や
翼
、
く
ち
ば
し
な
ど
に

加
工
し
た
部
材
を
木
工
ボ
ン
ド

で
貼
っ
た
り
、
小
枝
に
鉛
筆
の

芯
を
埋
め
込
み
削
っ
た
も
の
に

ポ
ス
カ
や
サ
イ
ン
ペ
ン
で
顔
を

描
い
た
り
す
る
方
法
と
し
ま
し

た
。

　

木
工
用
ボ
ン
ド
は
速
乾
性
と

は
い
え
、
す
ぐ
に
は
く
っ
つ
か

な
い
た
め
、
部
材
に
ボ
ン
ド
を

つ
け
た
後
、
し
ば
ら
く
乾
か
せ

て
か
ら
貼
り
合
わ
せ
ま
す
。

　

ボ
ン
ド
の
乾
燥
を
待
つ
間
、

「
一
分
間
触
ら
な
い
よ
う
に
」

と
指
示
す
る
と
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
が
始
ま
り
、
そ
の
う
ち
部
材

に
ボ
ン
ド
を
つ
け
る
た
び
に
部

材
を
両
手
に
躍
り
だ
し
、
思
わ

ぬ
と
こ
ろ
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

お
か
げ
で
作
業
は
ス
ム
ー
ズ

に
進
み
、
全
員
が
時
間
内
に
作

品
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

各
学
年
で
全
員
が
同
じ
も
の

を
作
り
ま
し
た
が
、
自
然
木
の

枝
で
作
る
ク
ラ
フ
ト
は
、
木
の

種
類
や
太
さ
、
形
な
ど
が
様
々

で
全
く
同
じ
も
の
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
児
童
個
々
の
感
性

で
付
け
た
部
材
や
彩
色
も
あ
っ

て
、
個
性
豊
か
な
も
の
に
仕
上

が
り
ま
し
た
。

管
内
の
オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ

群
落
が
文
化
財
に
指
定

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

一
二
月
二
〇
日
、
三
好
市
教

育
委
員
会
は
、
三
好
市
東
祖
谷

の
高
ノ
瀬
（
標
高
一
七
四
一
ｍ
）

の
西
、
三
嶺
国
有
林
三
六
林
班

イ
小
班
に
自
生
す
る
オ
オ
ヤ
マ

レ
ン
ゲ
群
落
二
．
四
ha
を
、
三

好
市
の
文
化
財
天
然
記
念
物

（
植
物
）
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ
は
、
深
山

に
自
生
す
る
モ
ク
レ
ン
科
の
落

　

で
き
た
（
一
年
生
）

「
天
女
の
花
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ

葉
低
木
で
す
が
、
自
生
本
数
は

少
な
く
、
徳
島
県
レ
ッ
ド
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク
で
も
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
常
、

七
月
上
旬
に
径
一
〇
㎝
ほ
ど
の

芳
香
の
あ
る
白
い
花
を
咲
か
せ

ま
す
が
、
そ
の
清
楚
の
姿
か
ら

「
天
女
の
花
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ
群
落

は
、
平
成
一
八
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
剣
山
ク
ラ
ブ
が
発
見
し
、
現

地
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
約
百

本
が
自
生
し
て
お
り
、
四
国
で

は
他
に
は
見
ら
れ
な
い
貴
重
な

群
落
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。

　

一
方
、
こ
の
一
帯
は
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
生
息
密
度
が
高
く
、
オ

オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ
の
葉
や
樹
皮
も

シ
カ
の
食
害
を
受
け
て
い
た
た

め
、
当
署
が
資
材
を
提
供
し
、

三
好
市
及
び
剣
山
ク
ラ
ブ
と
協

力
し
て
、
オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ
に

樹
木
ガ
ー
ド
を
取
り
付
け
ま
し

た
。
ま
た
、
オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ

の
生
育
状
況
調
査
や
、
群
落
の

面
積
画
定
の
た
め
の
測
量
な
ど

も
協
力
し
て
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
昨
年
は
、
シ
カ
食
害
の
よ
っ

て
劣
化
し
て
い
る
森
林
生
態
系

全
体
を
保
全
す
る
た
め
、
資
材

を
空
輸
し
、
尾
根
筋
に
シ
カ
除

け
ネ
ッ
ト
を
六
五
〇
ｍ
設
置
し

　

低
学
年
の
木
工
教
室
は
、
作

業
の
簡
素
化
や
安
全
の
た
め
準

備
に
苦
労
し
ま
す
が
、
出
来
上

が
っ
た
作
品
を
手
に
し
て
喜
ぶ

児
童
の
様
子
に
木
材
の
良
さ
を

あ
ら
た
め
て
実
感
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。
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ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
保
護
活
動
を
行

い
つ
つ
、
剣
山
ク
ラ
ブ
の
要
請

を
受
け
た
三
好
市
は
、
こ
の
群

落
を
郷
土
の
宝
と
し
て
未
来
に

引
き
継
ぎ
た
い
と
し
て
、
文
化

財
に
指
定
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
し
た
。
当
署
は
三
好
市
と
協

力
し
て
、
資
料
作
成
や
説
明
な

ど
を
行
っ
た
結
果
、
昨
年
中
に

は
林
野
庁
及
び
管
理
局
の
理
解

が
得
ら
れ
た
た
め
、
九
月
二
五

日
に
文
化
財
指
定
の
同
意
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
三
好
市

教
育
委
員
会
は
、
三
好
市
文
化

財
保
護
審
議
会
か
ら
文
化
財
指

定
が
相
当
と
の
答
申
を
受
け
、

天
然
記
念
物
（
植
物
）
に
指
定

し
た
も
の
で
す
。

　

今
後
、
当
署
は
、
三
好
市
が

策
定
し
た
保
護
管
理
計
画
の
実

施
に
協
力
し
、
説
明
板
、
案
内

標
の
設
置
な
ど
を
行
う
こ
と
と

森
林
教
室

（
木
工
ク
ラ
フ
ト
）
を
実
施

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

当
署
で
は
、
公
募
に
よ
り
森

林
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
後
期
分
の
第
五
回
目
の

森
林
教
室
（
木
工
ク
ラ
フ
ト
）

を
一
月
一
六
日
、
徳
島
市
南
昭

和
町
の
み
ず
ほ
保
育
園
で
、
地

元
の
子
供
た
ち
一
二
名
を
対
象

に
実
施
し
ま
し
た
。

　

み
ず
ほ
保
育
園
か
ら
「
森
林

教
室
を
通
じ
て
、
木
の
ぬ
く
も

り
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
卒
園

記
念
品
を
作
り
た
い
。
」
と
い

う
内
容
で
依
頼
を
受
け
て
実
施

し
た
も
の
で
す
。

　

始
め
に
、
森
林
に
関
係
の
あ

る
十
数
枚
の
絵
を
使
い
、
森
林

の
役
割
に
つ
い
て
説
明
を
行
い

ま
し
た
。
空
気
や
水
を
き
れ
い

に
す
る
働
き
等
、
森
林
の
大
切

さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
、
元
気
な
声
で

返
事
を
す
る
な
ど
真
剣
に
話
を

聞
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
木

工
用
に
持
参
し
た
ク
ヌ
ギ
、
マ

テ
バ
シ
イ
、
コ
ナ
ラ
な
ど
の
ド

ン
グ
リ
を
見
て
「
た
く
さ
ん
種

類
が
あ
る
！
」
「
こ
れ
は
何
の

実
で
す
か
？
」
な
ど
の
質
問
が

あ
り
興
味
津
々
の
様
子
で
し

た
。

　

木
工
ク
ラ
フ
ト
で
は
、
徳
島

県
産
の
ス
ギ
間
伐
材
を
使
用
し

た
「
木
製
時
計
」
を
作
り
ま
し

た
。
ス
ギ
板
に
時
計
の
キ
ッ
ト

を
取
り
付
け
た
土
台
に
、
木
の

枝
、
ド
ン
グ
リ
、
松
ぼ
っ
く
り

で
飾
り
付
け
を
し
て
、
色
ペ
ン

で
カ
ラ
フ
ル
に
塗
る
な
ど
、
子

供
な
ら
で
は
の
視
点
で
思
い
思

い
に
木
製
時
計
を
仕
上
げ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
先
生
方
に
も

木
工
ク
ラ
フ
ト
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
材
料
と
向
き
合
い
な

が
ら
夢
中
に
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
や
は
り
、
普
段

か
ら
子
供
た
ち
と
接
す
る
先
生

方
は
ア
イ
デ
ィ
ア
も
豊
富
で
、

飾
り
付
け
の
配
置
、
セ
ン
ス
、

表
現
力
な
ど
逆
に
私
達
、
職
員

の
方
が
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し

し
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
国
有
林
野
事
業

は
一
般
会
計
化
さ
れ
、
公
益
的

機
能
の
よ
り
一
層
の
発
揮
が
求

め
ら
れ
ま
す
が
、
当
署
の
管
轄

す
る
国
有
林
に
も
民
有
林
で
は

見
ら
れ
な
い
稀
少
か
つ
多
様
な

自
然
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
と
も
地
域
や
市
民
の

理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
国

有
林
を
管
理
経
営
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
上
手
に
で
き
ま
し
た

た
。

　

当
署
で
は
、
森
林
の
公
益
的

機
能
や
木
材
利
用
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

地
域
や
学
校
等
の
要
望
に
応
え

つ
つ
、
今
後
と
も
計
画
的
に
森

林
環
境
教
育
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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高
知
県
土
佐
市
在
住
の
岡
林

様
よ
り
、
「
在
来
工
法
に
よ
る

日
本
建
築
１
／
10
模
型
」
等
三

点
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
岡
林
様
に
よ
る
と
、
大
工

仕
事
の
合
間
に
作
製
さ
れ
た
そ

う
で
、
「
多
く
の
方
に
模
型
を

見
て
い
た
だ
き
、
木
の
良
さ
、

日
本
建
築
の
良
さ
を
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
の
こ
と
で
、

当
局
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
模
型
は
、
四
国
森
林
管

理
局
一
階
、
「
森
林
ふ
れ
あ
い

館
」
常
設
展
示
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
本
建
築
の

　
　
模
型
寄
贈
さ
れ
る

〈
総
務
課
〉

日本建築の模型と製作者（岡林氏）五重塔の模型

　

四
国
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
カ
レ

ン
ダ
ー
シ
リ
ー
ズ
の
二
〇
一
三

年
版
「
森
林
鉄
道
と
四
季
」
の

素
材
と
、
局
長
室
所
蔵
の
森
林

鉄
道
写
真
数
枚
を
、
高
知
龍
馬

空
港
の
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
お

り
ま
す
。
高
知
を
訪
れ
る
方
に
、

「
森
林
鉄
道
」
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
木
の
ぬ

く
も
り
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
展
示
し
ま
し
た
。

　

展
示
期
間
は
、
三
月
一
〇
日

ま
で
の
予
定
で
す
。

高
知
龍
馬
空
港

ロ
ビ
ー
へ
の
展
示

〈
指
導
普
及
課
〉

空港ロビーで展示品を鑑賞している方々
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最 優 秀 賞 囲いわなによるシカ捕獲試

験　～経過報告～

四国森林管理局

森林技術センター業務係長

森林技術普及専門官 

佐
さ た け

竹　祐
ゆ う き

記

鷹
た か の

野　孝
た か し

司

優 秀 賞 「旅するチョウ アサギマダ

ラの学習を通して」

香美市立片
か た じ

地小学校４年生 片
かたおか

岡　裕
ゆ う き

太

藤
ふじもと

本　佳
よしひさ

久

古
こ い

井　大
た い が

河

幾
い く い

井　悠
ゆ う と

人

北
きただい

代滉
こうざぶろう

三郎

寺
てらおか

岡　未
み く

来

優 秀 賞 「剣山地域における自然景観

に配慮した治山工事につい

て」

徳島森林管理署治山第一係

長

中
なかむら

村　正
まさふみ

史

優 秀 賞 高知工業高校野球部の部室

製作

高知県立高知工業高等学校

建築科３年生

島
しまざき

崎　晃
こうせい

誠

田
た む ら

村　嘉
よしゆき

志

近
ちかもり

森　　光
ひかる

前
まえかわ

川　礼
れ い ち

一

矢
や ざ わ

澤　彰
しょういち

一

山
やまもと

本　達
た つ や

也

奨 励 賞 ふるさと土佐清水の豊かな

海とそれを支える森林

土佐清水市立幡
ばんよう

陽小学校

５年生

中
なかむら

村　徹
て つ や

弥

岡
お か だ

田　善
ぜ ん た

太

奨 励 賞 『かがわのひのき』割り箸で

森林づくり

―割り箸から木づかいの良

さを学び、循環型社会をつ

くろう―

三豊市立下
しもたかせ

高瀬小学校教諭 萬
ま ん き

亀　弘
ひろよし

吉

奨 励 賞 「森と人とのつながり」 高知県立四万十高等学校

自然環境コース３年生

武
た け だ

田　　澪
れい

高
た か ま

間　翔
しょうた

太

日本森林林業

振興会会長賞

「森林セラピーとその可能

性」

梼原町立国保梼原病院　内

科　医師

松原まろうど会　会長

四万十森林管理署

森林ふれあい係長

伴
ばん

　　正
まさうみ

海

下
しももと

元　廣
ひろゆき

幸

森
もりした

下　嘉
よしはる

晴

日本森林技術

協会理事長賞

ツリーシェルターを用いた

低コスト造林手法の検討

住友林業フォレストサービ

ス（株）森林企画部

矢
や し ろ

代　健
けんいち

一

　四国森林・林業研究発表会にご協力頂き御礼申し上げます。

　発表会には局署等 11 課題、教育機関等５課題、試験研究機関（特別発表）５課題の計 21 課題

の発表があり、下記の課題が受賞したことをお知らせします。

　　○ 四国森林管理局局長賞（最優秀賞１課題、優秀賞３課題、奨励賞３課題）

　　○ 日本森林技術協会理事長賞（１課題）

　　○ 日本森林林業振興会会長賞（１課題）

記

（優秀賞、奨励賞は発表順）

平成24年度四国森林・林業研究発表会における受賞課題


